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前文 

 

（１）基本理念 

 

『加古川市をはじめ東播磨医療圏域の基幹病院として、地域住民の生命と健康を

守るため、優れた医療人の育成に注力し、患者中心の安全で質の高い医療を提

供します。』 

 

（２）基本方針 

 

・ 質の高い急性期医療に努めます。 

・ 基幹病院としての機能を果たすため、高度専門医療に取り組みます。 

・ 情報開示を徹底し、十分な説明に基づき信頼される医療を提供します。 

・ 患者中心の医療連携に努めます。 

・ 医療水準の向上を目指し、職員の研修・教育・研究の充実を図ります。 

・ 病院を維持、継続できる安定した経営基盤を確立します。 

 

（３）患者の権利と義務 

 

・ 一人の人間として尊厳を持って対応される権利があります。 

・ 平等に良質かつ適切な治療を受ける権利があります。 

・ 病状や医療の内容に関して、必要な説明や情報を求め、治療方法などを自らの意

思で選択する権利があります。 

・ 個人に関する情報を保護される権利があります。 

・ 病気や治療内容について複数の医師の意見を求める権利があります。 

・ 自身の病状や健康に関する情報をできるだけ正確に知らせる義務があります。 

・ 医療に関する説明や治療上で理解できないことについて、十分理解できるまで質

問する義務があります。 

・ 納得して合意した治療方針に沿い、必要な治療や検査等に意欲的に取り組む義務

があります。 

・ 病院内の規則や指示を守り、他の患者の治療や快適な療養環境、病院職員の業務

に支障を与えないよう配慮する義務があります。 

・ 診療に関わる費用をお支払いいただく義務があります。 
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第１ 年度計画の期間 

   平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日まで 

 

第２ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成する

ためとるべき措置 

１ 医療体制の維持及び拡大 

（１）地域医療への貢献 

・ 地域住民の生命と健康を守り、安全で安心な生活づくりのため、地域医療に貢

献します。 

・ 患者中心の安全で質の高い医療や高度専門医療を提供します。 

・ 総合的かつ専門的な急性期医療を提供できる体制を強化します。 

・ 地域の医療機関などとの連携分担の下、加古川市をはじめ東播磨地域での地域

完結型医療を担う中核病院としての役割を果たします。 

 

（２）安定的かつ継続的な医療の確保 

・ 統合・再編による相乗効果が医療の質の向上に反映されるよう、法人一体とな

った病院運営に努めるとともに、両病院の連携の下、内科、外科の診療を相互

に支援し、補完する体制を充実します。 

・ 既存の診療科のより一層の充実を図るとともに、とりわけ周産期・小児医療、

循環器分野などの特徴ある診療科の更なる高度化に努めます。 

・ 総合的な医療を充実させるため、加古川西市民病院に救急科を、加古川東市民

病院に形成外科を新設します。 

      診療科 

加古川西市民病院 

（19 科） 

内科 消化器内科 循環器内科 小児科 精神・神経科 外

科 整形外科 脳神経外科 小児外科 皮膚科 泌尿器科 

産婦人科 眼科 耳鼻いんこう科 放射線科 麻酔科 救

急科 病理診断科 リハビリテーション科 

加古川東市民病院 

（13 科） 

内科 消化器内科 循環器内科 小児科 外科 心臓血管

外科 整形外科 形成外科 産婦人科 歯科口腔外科 放

射線科 麻酔科 リハビリテーション科  

 

・ 医師、看護師の確保に努め、安定的かつ継続的な医療を提供します。 

・ 両病院に設置した診療センターの機能の充実を図ります。 
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指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

診療科数（科） 

認定研修施設数（件） 

16 

25 

19 

28 

12 

15 

13 

25 

 

（３）職員の融和及び連携の強化 

・ 法人が掲げる理念を理解し、「目指すべき新病院の姿」の実現に向けて、病院

間の距離を超えて一致協力し、職員一丸となって高度で質の高い医療を提供し

ます。 

・ 両病院の職員が交流、連携する機会を十分に設けます。 

・ 職員の相互理解の下、職員の融和を図るため、両病院の職員交流プログラムを

実施します。 

・ 職員交流プログラムの実施については、研修医のみならずスタッフ全般に対象

範囲を拡大します。 

 

（４）医療従事者の確保 

・ 大学医学部など医育機関との連携を強化し、臨床研修体制の充実を図ります。 

・ 教育支援センターの機能の強化を図ります。 

・ 両病院共同での臨床研修プログラム及び研修指導体制を確立します。 

・ 医師及び初期・後期臨床研修医の確保に努めます。とりわけ、加古川西市民病

院においては内科医師の確保に努めるとともに、加古川東市民病院においては

外科医師の確保に努めます。 

・ 看護系大学などとの就学、教育支援、実習受け入れを強化するとともに、十分

な情報提供に努め、看護師及び医療従事者の確保に努めます。それにより、加

古川西市民病院で休床している病棟の再開を目指します。 

・ 看護職員を目指す学生のニーズを踏まえた奨学金制度を適正かつ効果的に運

用します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

医師数（人） 

初期臨床研修医数（人） 

後期臨床研修医数（人） 

看護師数（人） 

57 

5 

11 

290 

61 

8 

12 

310 

32 

5 

4 

175 

42 

4 

4 

188 
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（５）情報発信の推進 

・ 病院運営に関して地域住民の理解が得られるよう積極的な情報発信を行い、地

域住民や患者に愛され、支えられ、そして選ばれる病院づくりに努めます。 

・ ホームページや広報紙を通じた的確な情報発信及び広報機能の強化を行いま

す。 

・ 地域住民に両病院を身近に感じてもらうため、また、地域医療の現状に関する

理解を得るため、市民公開講座や市民シンポジウムを開催します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

広報紙等発刊数（発行回数） 

公開講座等開催数（回） 

20 

61 

20 

63 

8 

77 

18 

80 

 

２ 地域医療の中核病院として提供すべき総合医療 

   

（１）重点的医療への取組 

温かみのある総合医療を提供し、地域の基幹病院としての役割を果たします。地域

の急性期病院など地域全体の枠組みの中で、配分を考えて、各部門の再構築を図って

いきます。 

現在ある診療科については、医師の常勤体制や増員等さらなる充実を図るとともに、

特に必要性の高い救急科や形成外科を新設し、良質な医療が提供できる体制づくりに

努めます。 

・ 内科（特に消化器内科）、外科について、両病院を一体運用する考えの下、両

病院間の相互補充を実施し、両病院の診療機能の維持拡大に努めます。 

・ 地域医療へのさらなる貢献のため、両病院の病床を有効に活用し、診療機能の

充実を図ります。 

・ 両病院の特長である加古川西市民病院の地域周産期母子医療センター及び加

古川東市民病院の心臓血管センターの更なるレベルアップを図ります。 

 

① がん 

【加古川西市民病院】 

・ 地域がん診療連携拠点の指定を受け、がん診療キャンサーボードやがん診療プ

ロトコール検討委員会の開催などを通じ、がんの集学的診療体制をさらに強化

します。 

【加古川東市民病院】 

・ がん診療体制を強化します。 
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② 脳卒中 

【加古川西市民病院】 

・ 精神・神経科、脳神経外科、リハビリテーション部門を中心とした、脳卒中診

療体制及び脳卒中リハビリ体制を強化します。 

・ 急性期医療に専念するために、地域の医療機関との連携を強化し、急性期を脱

した患者の受入先を確保します。 

・ 当院からの転院等がスムーズに引き継がれるよう、各様式の整備や窓口の統一

など、近隣医療機関、介護施設などとの利用しやすい極め細やかな連携実務体

制を強化します。 

・ 近隣医療機関や介護施設などと定期的に、共同のリハビリテーション医療に関

する研究や改善活動を実施します。 

③ 心筋梗塞 

【加古川東市民病院】 

・ 冠動脈疾患の治療センターとして地域での中心的役割を担います。 

・ 救命救急センターとの連携の下、心臓疾患の治療体制を強化し、心筋梗塞、狭

心症などの疾患に対して、24 時間 365 日体制で対応します。 

④ 糖尿病 

・ 小児科との連携の下、成人後の１型糖尿病の医療提供体制や、周産期の血糖管

理が行える体制を強化します。 

・ 高度で専門的な糖尿病診療を提供します。 

⑤ 救急医療 

・ 両病院の２次救急患者の受け入れ体制を充実させます。また、両病院が連携し、

それぞれの病院の強みである疾患に関しては特に重点的な受け入れに努めま

す。 

【加古川西市民病院】 

・ 医師の確保をはじめ、２次救急患者受け入れ体制の強化に向けた取り組みを進

めます。 

【加古川東市民病院】 

・ 心臓疾患をはじめとする当院の強みである各疾患において特に重点的な受け

入れを実施します。 

⑥ 周産期・小児医療 

・ 両病院併せての診療機能を維持・充実させつつ、地域での周産期・小児医療体

制の充実を図っていきます。 

【加古川西市民病院】 

・ 地域周産期母子医療センターとして周産期医療の更なる充実を図ります。 

【加古川東市民病院】 

・ 現在の出産診療体制を維持します。 
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（２）高度専門医療の提供 

・ 両病院で特に中心的役割を担う診療科については、更に診療内容のレベルアッ

プを行い、各診療科の連携及び集約によるセンターの充実を図ります。 

・ 新しい医療を積極的に取り入れるとともに、チーム医療による診療機能の強化

に努めます。 

・ 両病院合同のチームカンファレンスなどをはじめとした連携体制の充実はも

とより、臨床研究の成果や治療実績等についての各種発表会等の開催など、医

師をはじめとした医療スタッフの交流を積極的に進めます。 

 

① 消化器領域 

・ ２次救急医療の遂行の観点から、両病院ともに、消化器診療機能の維持、充実

を図ります。 

・ 消化器内科、消化器外科とも一体運用の考え方で職員の交流を行いつつ、レベ

ルアップを図ります。 

・ 「消化器内視鏡センター」「内視鏡センター」の診療機能の充実・強化に努め

ます。 

② 循環器領域 

【加古川東市民病院】 

・ 「心臓血管センター」の更なる充実を図るとともに、新しい不整脈、大動脈ス

テントグラフト治療等に取り組んでいきます。 

③ 小児科領域 

【加古川西市民病院】 

・ 東播磨地域及びその周辺地域をカバーする小児医療の基幹施設としての役割

を担うとともに、引き続き各種学会の施設認定を維持し、高度な知識と技術を

併せ持った小児医療のスペシャリストの養成を図ります。 

・ 「こどもセンター」の診療機能の充実・強化に努めます。 

【加古川東市民病院】 

・ 地域の小児診療の中核的施設として機能しながらも、気管支喘息、循環器、食

物アレルギー、神経疾患、夜尿症など特色を持った診療に努めます。 

④ 周産母子領域 

【加古川西市民病院】 

・ 総合周産期母子医療センターの指定に向けた、新しい高度医療を積極的に取り

入れ、新たなチーム医療の確立による高度専門医療の提供を図ります。 

・ 「周産母子センター」の診療機能の充実・強化に努めます。 

【加古川東市民病院】 

・ 加古川西市民病院と連携しつつ、安心して出産ができる体制の維持・充実を図

ります。 
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⑤ がん集学的治療領域 

・ 両病院の協力の下、診断から治療、緩和ケアまで一貫した治療が提供できるよ

う、機能の充実を図ります。 

・ 内科、外科、放射線科の各診療科はもとより、外来化学療法室や緩和ケアチー

ム、麻酔科、整形外科、耳鼻いんこう科、皮膚科、脳神経外科、婦人科、泌尿

器科との緊密な連携をとり、高度専門医療としての集学的治療を提供します。 

・ 「がん集学的治療センター」の診療機能の充実・強化に努めます。 

 

（３）救急医療への対応 

・ 医師会との連携を強化します。 

・ 地域の医療機関や消防本部との定期的な意見交換と相互連携を深めます。 

・ 消防本部に対しては、両病院の連携の下、受け入れ可能情報の提供を積極的に

行うなど、２次救急患者が安全に受け入れられる医療体制を整備します。 

・ 救急救命士に対する救命トレーニング、医師によるサポート体制の充実や症例

検討会等の研修会を通じて、救急救命チームとしての信頼関係の醸成を図り、

地域における救急医療の質の向上と救命救急体制の強化に貢献します。 

【加古川西市民病院】 

・ 救急科を整備し、積極的に２次救急患者を受け入れる体制の構築に向けた検討

を行います。 

・ 救急救命士に対するトレーニングを強化します。 

【加古川東市民病院】 

・ 積極的に２次救急患者の受け入れを行います。 

・ CPA 患者（心肺停止患者）の受け入れを強化します。 

・ 救急救命士に対するトレーニングを引き続き実施します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

救急患者受入数（人） 1,442 2,200 2,082 2,200 

 

（４）予防医療の提供 

・ 予防医療に関する広報機能の充実を図ります。 

・ 両病院連携の下、高度医療検査機器の積極的な活用や、受診しやすいメニュー

の整備により、人間ドックや健診をはじめとした予防医療を提供します。 

【加古川西市民病院】 

・ 事業所からの健康診断受け入れを強化します。 

・ 人間ドックの再開に向けた検討を進めます。 
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【加古川東市民病院】 

・ 人間ドックの実施を強化します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値※ 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

人間ドック受診者数（人） 0 0 1,110 1,250 

※人間ドック 平成 20年実績：276 人 

 

（５）災害医療への協力 

・ 災害発生時や重大な感染症の発生時及び流行時には、国、県及び加古川市等の

要請並びに災害拠点病院との連携の下、適切な医療が提供できるよう、患者の

受け入れや医師をはじめとする医療従事者の派遣などを行います。 

・ 公的医療機関としての役割を果たすため、周産期医療や小児医療など、災害拠

点病院における対応が困難な分野について、積極的に医療を提供します。 

・ 救急隊員、救急救命士の教育及び平常時の訓練や、両病院合同による災害訓練

活動について、実施に向けた調整活動を行います。 

 

３ 地域医療機関との連携 

・ ２次医療機関としての機能が十分に発揮できるよう、また、病院や診療所との

役割分担の下、加古川市をはじめ東播磨地域での地域完結型医療を目指します。 

・ 診療所をはじめとした地域医療機関の理解を得て、開放病床登録医の協力を得

ながら開放病床の運用を推進します。 

・ 地域の医療機関との連携体制の充実を図り、専門的医療が必要な紹介患者や救

急搬送患者の受け入れを積極的に進めます。 

・ 地域連携機能を拡大し、回復期リハビリ病院、亜急性期病院や療養病床をはじ

めとした、地域のあらゆる医療機関や介護老人福祉施設などとの連携を強化し

ます。 

・ 地域連携をスムーズに実現するため、地域連携クリニカルパスの導入を推進し、

地域の医療機関等との共同運用を進めます。 

・ 加古川西市民病院では、地域医療支援病院及び地域がん診療連携拠点病院とし

て、さらなる診療体制の充実を図ります。また、加古川東市民病院においても、

平成 24 年度中の地域医療支援病院の承認を目指します。 
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指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

紹介率（％） 

逆紹介率（％） 

開放病床登録医数（人） 

73 

46 

18 

75 

55 

25 

63 

70 

0 

65 

70 

130 

 

４ 適正な医療機関の利用促進 

・ 医療機関の適正な利用の促進を図るため、診療所と病院の役割分担の下、地域

の診療所をかかりつけ医とする受診の必要性について、住民に理解を求める取

り組みを実施します。 

・ プライマリ・ケア患者が両病院を受診する際には、かかりつけ医の紹介状を持

参するよう求める取り組みを実施します。 

・ 地域医療の状況を住民に周知する取り組みを実施します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

初診患者に占める紹介状持参割合（％） 59 65 41 42 

 

５ 医療安全対策の徹底 

・ 医療に関する安全管理委員会を法人組織の中枢に位置付け、強いリーダーシッ

プの下、より高い安全の追求と実現に取り組んでいきます。 

・ 医療安全、医療事故及び院内感染対策などに関する情報を収集し、分析、研究

します。 

・ 組織挙げての医療安全対策の徹底を図るため、医療安全管理者を中心とした推

進体制によって、感染対策、医療事故防止、 褥

じょく

瘡

そう

予防、転倒転落防止など、

安全対策を実践します。 

・ 院内感染対策チーム（ICT）、医療安全スタッフの充実を図るとともに、院内感

染及び医療安全について、専門スタッフの活動を推進します。 

・ 院内感染対策チーム、安全管理委員会の活動や両病院合同で開催する職員研修

を通して、院内感染や医療安全についての高い意識を醸成します。 

 

６ 患者サービスの向上 

（１）患者中心の医療の提供 

・ 「患者の権利と義務」について、法人職員、患者をはじめ地域住民への確実な
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普及に取り組みます。 

・ 患者満足度アンケートを定期的に実施するとともに、患者や家族の意見、提言

に対する回答を、一定期間内に速やかに明示していく仕組みの整備に取り組み

ます。 

・ セカンドオピニオンの実施体制の充実を図ります。 

・ 医療メディエーター（患者アドボケート）機能の強化に取り組みます。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

患者満足度アンケート（％） 未実施 85 83 85 

 

（２）患者満足度の向上 

・ 予約制外来の運用の充実により、外来待ち時間を改善します。 

・ 窓口業務の見直しなどにより、待ち時間の改善に取り組みます。 

・ 接遇研修及び院内案内体制の充実を図ります。 

【加古川西市民病院】 

・ 患者サービスの向上、医療安全や病棟業務の負担軽減等のため、患者支援セン

ターの導入を目指します。 

【加古川東市民病院】 

・ 患者サービスの向上、医療安全や病棟業務の負担軽減等のため、患者支援セン

ターの拡充を行います。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

外来平均待ち時間（分） 38 35 93 75 

 

（３）快適性の向上 

・ 院内環境を定期的にチェックする体制を構築し、適切な施設管理や安全管理を

図ります。 

・ 定期的なチェックによって明らかになった課題に速やかに対応するとともに、

診察、病室での療養や退院調整、支払いや各種手続きに関する相談において、

患者や家族のプライバシーが守られるような配慮に取り組みます。 

 

（４）患者の利便性の向上 

・ 患者の意見、苦情を把握する仕組みを設け、患者サービスの改善を図ります。 
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・ 午前退院、午後入院の実施、休日入院、休日退院の導入及び整備に取り組みま

す。 

【加古川西市民病院】 

・ 医療費の支払体制を改善するため、デビッドカードに加え、クレジットカード

導入に向けた検討を進めます。 

 

（５）法令及び行動規範の遵守 

・ 公的病院の職員に相応しい職員倫理の醸成に努めます。 

・ 個人情報保護、情報公開、内部通報に関する規程を遵守し、職員及び患者への

周知を図ります。 

・ 公的病院としての使命を果たすため、コンプライアンス委員会を設置し、法人

内のコンプライアンス対策の立案や、定期的な自己評価を実施します。 

・ コンプライアンス及び職員倫理に関する研修を実施します。 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 職員の業務遂行力の向上 

（１）医療従事者の役割分担及び連携 

・ 一人ひとりの医療従事者がやりがいを持てる職場を実現し、自らの専門性を最

大限発揮できるよう努めます。 

・ 法人全体を挙げて、職務内容の改良的改善や創意工夫に努めます。 

・ 医療従事者が診療に専念できる体制を整えるため、医療クラーク、看護補助者

を充実させるとともに、医療に精通した事務職員を育成し医療従事者の負担軽

減に努めます。 

・ ムリ、ムラ、ムダを取り除き、安全で効果的な医療を提供できるようにするた

め、小グループ単位での Total Quality Management 活動の推進に取り組みま

す。この活動を通じて、職員の業務遂行力の向上を併せて図ります。 

・ 優れた成果を挙げた取り組みに対する表彰制度の充実を図るとともに、広く外

部に公表します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

医療クラーク数（人） 

看護補助者数（人） 

 14 

15 

31 

30 

35 

33 

35 

32 

 

（２）職員教育体制の充実 

・ 初期医師臨床研修、後期専門臨床研修とともに中堅医師の高度専門臨床や研究

のできる体制について検討します。 

・ 全ての職員のスキルアップを一元的に支援するために、理事長の直轄組織とし

て設置した「教育支援センター」の充実を図ります。 

・ 「教育支援センター」に、スタッフを置き、全ての部門の指導者と調整の下、

職員の教育・研修を実施します。また、大学医学部など医育機関とも密な連携

を図ります。 

・ 「教育支援センター」は具体的な事業として以下の取り組みを実施します。 

① 共通の診療科は、一体となった診療や教育・研修の体制を強化します。 

② 教育支援を充実するため、専任教育スタッフの配置を検討します。 

③ e-learning や文献検索等の整備を行います。 

④ 高度専門医療の実施研修のため、スキルラボの充実、活用を図ります。 

⑤ 大学との教育・研修連携のため、全国の専門医療機関との協力連携ができる

体制を構築します。 

⑥ 大学病院の研修や医療技術者の実践現場として、スタッフの相互交流を実施
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し、臨床研修体制を充実します。 

⑦ 外部スタッフの招へい、外部研修を実施します。 

⑧ 薬剤の臨床治験の体制を整備し、実施します。 

 

ア 臨床研修体制の充実 

・ 臨床研修体制を充実させるため、「臨床研修プログラム」を策定するとともに、

以下の取り組みを推進します。 

① 初期臨床研修医の研修を支援する体制を強化します。 

② 後期臨床研修医の専門的な研修、臨床研究を支援する体制を強化します。 

③ 専門医、認定医等の各種資格の取得を支援します。 

④ 中堅医師による指導医の資格支援など、専門性に応じた研修、臨床研究が実

施できる支援制度を検討します。 

⑤ 臨床研究の成果について、学会への著書、論文執筆や発表などができる体制

を整備します。 

 

イ 高度な看護師の育成 

・ 看護職員の業務遂行力の向上を図るため、看護実践と看護サービス機能充実が

できる高度な看護人材の育成を図ります。 

・ 看護師研修を充実させるため、「看護師研修プログラム」を策定するとともに、

以下の取り組みを推進します。 

① 「教育支援センター」の機能を活かし、看護師研修の強化を図ります。 

② 院内外の教材や講師を活用した、看護研修を実施します。 

③ 看護の質評価を定期的に実施しつつ看護の質向上に向けた環境を整えます。 

④ 各認定看護師の取得を支援します（救急看護／皮膚・排泄ケア／集中ケア／

緩和ケア／がん化学療法看護／がん性疼痛看護／訪問看護／感染管理／糖

尿病看護／不妊症看護／新生児集中ケア）。また、専門資格を持つ看護師が

活躍できる環境を整備します。 

⑤ 特定看護師に対する支援方策について検討します。 

⑥ チーム医療の調整役としての看護師を育成します。 

⑦ 地域連携の担当看護師を育成するとともに、メディカルソーシャルワーカー

との連携を図ります。 

⑧ 前方支援、後方支援の円滑な調整ができる看護師の育成に努めます。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

認定看護師数（人） 2 7 0 2 
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ウ 高度専門医療を担う医療技術者の育成 

・ 認定資格などの取得や研修受講を支援し、より高度で専門性の高い医療技術者

を育成します。 

・ 医療技術者に対する研修を充実させるため、「コメディカル研修プログラム」

を策定するとともに、以下の取り組みを推進します。 

① 「教育支援センター」の機能を活かし、医療技術者の研修を強化します。 

② 重点分野である「がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、救急医療及び周産

期・小児医療」に対応するため、職員の高度な専門性を育成します。 

③ 「教育支援センター」が主導し、各医療技術者の資格取得者を公募するとと

もに、支援を行います。 

④ 医療技術者が各専門学会における発表や参加を通じて、自らのスキルを切磋

琢磨することを奨励します。 

⑤ 医療技術部門のそれぞれの職種において両病院共通の研修教育の場を通じ

て、お互いのより工夫されたところやよいところを吸収し合い、より働きが

いのある職場づくりを行います。 

 

エ 事務職員の育成 

・ 事務職員については、計画的な職員確保に向け、採用計画等を策定します。 

・ DPC、医療情報、病院マネジメントなどの研修会への派遣などを通じ、医療保

険制度や診療報酬制度など経営分析能力に精通し、コミュニケーション能力の

高い職員を育成します。 

・ 事務職員に対しても、医療に携わる職員と同様に研修を充実させるため、「事

務職員研修プログラム」を策定するとともに、以下の取り組みを推進します。 

① 各種診療データを管理し、活用できる専門技術を持つ診療情報管理士を計画

的に育成します。 

② 地域医療機関・介護施設との連携や情報交換を推進できる職員を計画的に育

成します。 

③ 経営企画、経営戦略的な観点から医事企画を推進できる職員を計画的に育成

します。 

④ 両病院に導入する電子カルテシステムの効率的な活用を図るため、医療情報

システムの企画、開発、運用を円滑に推進できる医療情報技師を育成します。 

 

オ 派遣職員などの能力向上 

・ 派遣・臨時雇用職員に対して、法人の業務を担う職員として、適正な業務の遂

行と能力の向上を図るため、「教育支援センター」を通しての教育研修により

能力向上を図ります。 

・ 委託業者については、業務への習熟を踏まえて効率的かつ期待された業務水準



15 

 

を提供し、法人の業績に貢献するよう求めます。 

    

２ 業務運営基盤の整備 

（１）ガバナンスの確立 

・ 理事会及び理事長の方針の円滑な推進を図るための調整機関として経営企画

会議の機能をさらに充実させます。 

・ 理事長の経営戦略を所掌するため、理事長直轄の組織として設置した経営戦略

室により、法人の経営課題をタイムリーに把握する体制を整えるととともに、

経営企画機能の強化を図ります。 

・ 責任の明確化と意思決定プロセスの透明化を図るため、院長及び理事への適切

な権限委譲を行います。 

・ 両病院内に設けられた各種委員会の共同開催や、統一的な運営基準に従った活

動の推進を図ります。 

・ 両病院間で、職種、職域、業務関連ごとの連携を深め、コミュニケーションの

活性化を図るとともに、診療ノウハウや運営上の課題を共有できる連絡調整会

議の活用を図ります。 

・ 法人内の職員が法人の経営課題を共有できる仕組み（目標管理制度）を構築し

ます。 

・ 医療従事者の経営への参加を促し、経営管理能力の向上を図ります。 

 

（２）両病院のノウハウの共有 

・ 公立病院として培ってきた、高度専門医療の均てん化、地域医療の要として地

域の医療機関との連携や周産期・小児医療などの実績とノウハウ及び民間病院

としての柔軟かつ迅速な事業展開、柔軟な人員配置、委託・購買業務の効率化、

県内におけるトップクラスの循環器医療など、これまで蓄積してきた実績とノ

ウハウを継承し、病院運営に活かします。 

・ あらゆる機会を通じ、両病院のノウハウの共有、発展的な融合に取り組みます。 

 

（３）組織・機構の整備 

・ 法人の経営企画機能の強化など、安定的かつ戦略的な病院経営を支える組織・

機構の整備を図るとともに、相互交流がしやすい柔軟な体制の実現のため、経

営効率の高い組織編成に努めます。 

・ 窓口業務や医事業務に加え、物品管理など内部管理業務の標準化及び平準化を

進めるため、適切な品質管理の下に外部化を徹底します。 

・ スリムで経営効率の高い業務執行を図るために、両病院に共通の電子カルテシ

ステムを導入するとともに、経営情報や診療情報の IT 化などを推進します。 
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指標 

加古川市民病院機構 項目 

平成 22 年度 

参考値※ 

平成 24年度 

目標値 

委託費比率（委託費／営業費用）（％） 9.5 8.1 

※平成 22年度参考値については、両病院の運営形態が異なり、収益・費用の中の項目の取り方に

差異があるため、新法人の区分に合わせた推計値としています。 

 

（４）医療機器などの計画的な更新 

・ 医療機器などについては、５年後の新統合病院の整備に向け、医療需要や費用

対効果を明確に見極めた整備計画を企画し、計画的な更新を図ります。 

 

（５）働きやすい職場環境の整備 

・ 仕事と生活の調和が図られた職場環境を築くための施策を企画し実施します。 

・ 時間外勤務の適正な管理と削減及び有給休暇の計画的な取得に向けた努力目

標を策定、実施します。 

・ 子育て支援体制の充実に努めます。また、育児をしながら働く環境を整えるた

め、保育所の受け入れ可能定数を段階的に増やします。 

・ 介護支援体制の充実を図ります。 

・ 事務職や法律家が医療従事者を支援する体制を整えます。 

・ 職員の意見を取り上げるなど、職員一人ひとりが自発的に業務に取り組むため

の仕組みを強化します。 

・ キャリアアップに関する職員満足度の向上を目指します。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

保育所延利用者数（人） 5,653 5,600 1,650 2,300 

 

（６）人事評価制度の導入 

・ 職員のモチベーションの向上と組織の活性化を図るため、両病院で統一した人

事評価制度の導入に向け、準備を進めます。 

・ 職場内のコミュニケーションによって相互に信頼関係を築きあったうえで、納

得性の高い人事評価を実現するための考課研修の実施に向けた調査と企画を

実施します。 

・ 職種にとらわれず、幅広い視野を持つ優秀な人材を法人幹部へ登用するため、

幹部に求められる人物像を明確化して、キャリアパスのモデルを構築します。 
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第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 経営基盤の強化 

・ 加古川市からの運営費負担金の交付の下、救急医療や周産期・小児医療を安定

的に提供することにより、公的病院としての使命を果たします。 

・ 理事会及び理事長の方針の円滑な推進を図るための調整機関として、経営企画

会議の機能を充実、強化します。 

・ 経営基盤の強化について、以下の取り組みを行います。 

① 診療報酬の改定や他病院の先進的な改善方策を広く学び経営に反映します。 

② 診療科別又は部門別の損益分析を行います。 

③ 医療統計などを用い法人の経営企画機能を強化します。 

・ 収益の確保及び費用の節減に努め、安定的かつ戦略的な病院経営を行うことで、

経常収支比率 101.1 パーセントを目指します。 

指標 

加古川市民病院機構 項目 

平成 22 年度 

参考値※ 

平成 24年度 

目標値 

経常収支比率（経常収益／経常費用）（％） 

医業収益比率（医業収益／医業費用）（％） 

医業収益（百万円） 

入院収益（百万円） 

外来収益（百万円） 

97.5 

95.0 

15,328 

9,848 

5,053 

101.1 

99.0 

16,518 

10,706 

5,405 

※平成 22年度参考値については、両病院の運営形態が異なり、収益・費用の中の項目の取り方に

差異があるため、新法人の区分に合わせた推計値としています。 

 

２ 収益の確保及び費用の節減 

・ 医療保険や診療報酬制度の改定への的確な対応や両病院あるいは地域の医療

機関との医療連携を図り、更には DPC データ等の活用を通して、医業収益の向

上に努めます。 

・ 多様な雇用形態の採用や両病院の人事交流など、組織、人事の弾力的な運用を

図ることで、収益の確保と費用の節減に努めます。 

・ 両病院の持つ経営ノウハウを活用し、業務の改良的改善を進めるとともに、複

数年契約の導入や医療材料等の共同購入、更には物品調達時の価格交渉などを

通してコスト削減に努めます。 

・ 収益の確保及び費用の節減について、以下の取り組みを行います。 

① 総合入院体制加算の取得に向け、施設基準を満たすための取り組みを行いま

す。 

② クリニカルパスの整備と適用の徹底を図ります。併せて、地域医療連携の充
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実のために地域連携クリニカルパスも整備と適用の徹底を図ります。 

③ 病床利用の最適化により稼働病床利用率の向上を図ります。 

【加古川西市民病院】 

・ 地域医療支援病院として、地域医療機関との連携に努めます。 

・ 患者サービスの向上、医療安全や病棟業務の負担軽減等のため、患者支援セン

ターの導入を目指します。 

【加古川東市民病院】 

・ 地域医療支援病院の承認に向け、紹介率、逆紹介率の維持、向上などの取り組

みを行います。 

・ 患者サービスの向上、医療安全や病棟業務の負担軽減等のため、患者支援セン

ターの拡充を行います。 

指標 

加古川西市民病院 加古川東市民病院 項目 

平成 22 年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

平成 22年度 

実績値 

平成 24年度 

目標値 

入院延患者数（人） 

入院診療単価（円） 

平均在院日数（日） 

外来延患者数（人） 

外来診療単価（円） 

稼働病床利用率（％） 

検査機器利用件数（CT）（件） 

検査機器利用件数（MRI）（件） 

検査機器利用件数（RI）（件） 

検査機器利用件数（PET-CT）（件） 

87,604 

56,712 

11.2 

191,507 

16,057 

74.5 

9,846 

5,550 

－ 

1,618 

98,185 

58,500 

12.0 

193,170 

17,776 

82.0 

13,000 

7,000 

－ 

1,750 

62,071 

78,611 

9.0 

132,382 

14,937 

86.0 

11,986 

4,830 

2,911 

－ 

67,525 

73,500 

9.0 

131,527 

15,000 

90.0 

14,400 

4,500 

3,000 

－ 

 

加古川市民病院機構 項目 

平成 22 年度 

参考値※ 

平成 24年度 

目標値 

一般管理費比率（一般管理費／営業費用）（％） 

医薬品費比率（医薬品費／医業収益）（％） 

診療材料費比率（診療材料費／医業収益）（％） 

1.9 

17.9 

13.2 

2.5 

17.2 

13.7 

※平成 22年度参考値については、両病院の運営形態が異なり、収益・費用の中の項目の取り方に

差異があるため、新法人の区分に合わせた推計値としています。 
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第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

新統合病院の整備に向けた取組 

・ 新統合病院建設予定地について、早期に譲渡契約を締結します。 

・ 新統合病院の建設を円滑に進めるため、水路の付替えを行うなど用地の有効利

用を勘案し、用地造成を実施します。 

・ 加古川市との連携の下、新統合病院の整備に向け、将来の医療需要、加古川市

やその周辺地域の医療機関との役割分担を踏まえ、地域完結型医療の要となる

病院に相応しい医療機能を取りまとめ、新統合病院基本計画を策定します。 

・ 新統合病院基本計画に基づき、新統合病院の基本設計を実施します。 

・ 民間事業者の知識、技術等の活用を図り、費用の削減、工期の短縮が可能な整

備手法を検討した上で、整備事業者を決定します。 

・ 整備事業者の決定にあたっては、公平性、透明性及び競争性を確保するため、

地方独立行政法人加古川市民病院機構新統合病院建設委員会の審査結果を踏

まえて、加古川市と協議し決定します。 
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第６ 予算、収支計画及び資金計画 

１ 予算（平成 24 年度） 

（単位：百万円） 

区    分 合  計 

収入 

  営業収益 

医業収益 

運営費負担金 

補助金等収益 

  営業外収益 

    運営費負担金 

    その他の営業外収益 

  資本収入 

    運営費負担金 

    長期借入金 

    その他資本収入 

  その他の収入 

  計 

 

17,799 

16,544 

1,173 

82 

212 

113 

99 

4,513 

- 

3,292 

1,221 

- 

22,525 

支出 

  営業費用 

    医業費用 

      給与費 

      材料費 

      経費 

      資産減耗費 

      研究研修費 

    一般管理費 

  営業外費用 

  資本支出 

    建設改良費 

    償還金 

    その他の資本支出 

  その他の支出 

  計 

 

15,995 

15,590 

7,287 

5,428 

2,766 

5 

104 

405 

253 

5,578 

4,526 

1,009 

44 

- 

21,826 

 

（注１）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

があります。 

（注２）期間中の診療報酬の改定、給与改定及び物価の変動は考慮していません。 

【運営費負担金の繰出基準等】 

     救急医療等の行政的経費及び高度医療等の不採算経費については、毎年度総務省が発出する「地     

方公営企業繰出金について」に準じた考え方によります。 

建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金等については、料金助成のた

めの運営費負担金等とします。 
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２ 収支計画（平成 24 年度） 

（単位：百万円） 

区  分 合  計 

収益の部 

  営業収益 

    医業収益 

    運営費負担金収益 

    補助金等収益 

    資産見返物品受贈額戻入 

  営業外収益 

    運営費負担金収益 

    その他の営業外収益 

  臨時収益 

17,991 

17,782 

16,518 

1,173 

82 

9 

209 

113 

96 

‐ 

費用の部 

  営業費用 

    医業費用 

      給与費 

      材料費 

      経費 

      減価償却費 

      資産減耗費 

      研究研修費 

    一般管理費 

  営業外費用 

  臨時損失 

17,818 

17,118 

16,683 

7,363 

5,170 

2,635 

1,411 

5 

99 

436 

685 

15 

純利益 

目的積立金取崩額 

総利益 

172 

- 

172 

 

（注１）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

があります。 
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３ 資金計画（平成 24 年度） 

（単位：百万円） 

区  分 合  計 

資金収入 

  業務活動による収入 

    診療業務による収入 

    運営費負担金による収入 

    その他の業務活動による収入 

  投資活動による収入 

    運営費負担金による収入 

    その他の投資活動による収入 

  財務活動による収入 

    長期借入による収入 

    その他の財務活動による収入 

  前年度よりの繰越金 

25,603 

18,424 

16,544 

1,286 

594 

- 

- 

- 

4,100 

3,292 

808 

3,079 

資金支出 

  業務活動による支出 

    給与費支出 

    材料費支出 

    その他の業務活動による支出 

  投資活動による支出 

    有形固定資産の取得による支出 

    その他の投資活動による支出 

  財務活動による支出 

    長期借入の返済による支出 

    移行前地方債償還債務の償還による支出 

    その他の財務活動による支出 

  次年度への繰越金 

25,603 

16,254 

7,590 

5,428 

3,236 

4,562 

4,526 

37 

1,009 

- 

1,009 

- 

3,778 

 

 

（注１）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないもの

があります。 
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第７ 短期借入金の限度額 

① 限度額    2,000 百万円 

② 想定される短期借入金の発生事由 

・ 賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

・ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等、偶発的な出費への対応 

 

第８ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

 

第９ 剰余金の使途 

・ 決算において剰余を生じた場合は、病院施設の整備、医療機器の購入、教育・

研修体制の充実、将来の資金需要に対応するための預金等に充てます。 

 

第１０ 料金に関する事項 

１ 料金 

病院の診療料金及びその他の諸料金は次に定める額とします。 

（１）健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57

年法律第 80 号）、その他の法令等により診療を受ける者に係る料金 

当該法令等の定めるところによります。 

（２）前項の規定にない料金 

① 労働者災害補償保険法（昭和 22 年法律第 50 号）の規定により診療を受ける     

  者 

兵庫労働基準局長と協定した療養に要する費用の額の算定方法により算定

した額 

② 地方公務員災害補償法（昭和 42 年法律第 121 号）の規定により診療を受け

る者 

地方公務員災害補償基金支部長と協定した療養に要する費用の額の算定方

法により算定した額 

③ 前２号以外のものについては、別に理事長が定める額 

 

２ 料金の減免 

理事長は、特に必要があると認める場合は、料金の全部又は一部を減免することが

できます。 
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第１１ 地方独立行政法人加古川市民病院機構の業務運営等に関する規則で定める業務

運営に関する事項（平成 24 年度） 

１ 施設及び設備に関する計画（平成 24 年度） 

                                                             （単位：百万円） 

施設及び設備の内容 

平成 24 年度 

の予定額 

中期計画期間 

中の予定額 

財源 

病院施設、医療機器等整備 467 2,215 加古川市長期借入金等 

新統合病院建設整備 4,059 13,145 加古川市長期借入金等 

 

２ 人事に関する計画 

（１）適切な職員配置 

・ 両病院のガバナンスによる最適な職員の配置を行うとともに、法人として、職

員が交流、連携できる機会を設けます。 

・ 加古川西市民病院の事務部門については、加古川市の派遣職員から円滑な引継

ぎを行い、法人として事務職員の採用及び育成の計画を立案し、実施します。 

・ 経営戦略室に情報の収集や経営分析を行える人材を登用し、経営企画機能の強

化を図ります。 

・ 採用困難な職種や優秀な人材を確保するために、リクルーター制度など新たな

人材確保策の検討を行います。 

（２）人事・給与制度の構築 

・ 統合による一体感と相乗効果を得るため、両病院の人事交流プログラムの検討

を進めるとともに、法人として新規職員の研修等を実施します。 

・ 法人の目標と自分の役割に応じた目標を設定し、職員がやりがいを持って働け

る人事評価制度を構築します。また、短時間勤務の正規職員などの人事制度を

研究します。 

・ 職員の役割に応じた評価の方法や基準を検討し、求められる役割に応じ成果が

適正に評価され処遇に反映される給与制度を研究します。 

（３）就労環境の整備 

・ 短時間労働制や 24 時間保育体制の拡充などにより、子育て期間中も継続した

勤務ができる職場環境を整備します。 

・ 法人の使命を全ての職員が共有し、法人職員としての一体感の醸成や自己実現

が可能な活力ある働きやすい職場環境づくりに取り組みます。 

・ 職員の仕事と生活の調和を図るため、各部門のワークライフバランスの確立に

努めます。 
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３ 中期目標の期間を超える債務負担 

（１）移行前地方債償還債務 

             （単位：百万円） 

 平成 24 年度 

償還額 

中期目標期間

償還額 

次期以降 

償還額 

総債務 

償還額 

移行前地方債償還債務 983 4,014 5,623 9,637 

（２）長期借入金償還債務 

（単位：百万円） 

 平成 24 年度 

償還額 

中期目標期間

償還額 

次期以降 

償還額 

総債務 

償還額 

長期借入金償還債務 0 908 12,924 13,832 

（３）新統合病院建設整備債務 

                                            （単位：百万円） 

 平成 24 年度 

事業費 

中期目標期間

事業費 

次期以降 

事業費 

総事業費 

新統合病院建設整備債務 0 8,950 3,980 12,930 

 

 

４ 積立金の処分に関する計画 

なし 


